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1. 2026年12月期第3四半期の連結業績（2026年1月1日～2026年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第3四半期 11,074 21.1 471 △12.2 602 0.0 460 26.8

2025年12月期第3四半期 9,144 6.1 537 △32.2 602 △29.9 362 95.3

（注）包括利益 2026年12月期第3四半期　　994百万円 （23.8％） 2025年12月期第3四半期　　803百万円 （29.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年12月期第3四半期 68.60 ―

2025年12月期第3四半期 54.14 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年12月期第3四半期 21,415 17,330 80.9

2025年12月期 21,634 16,493 76.2

（参考）自己資本 2026年12月期第3四半期 17,330百万円 2025年12月期 16,493百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 ― 15.00 ― 25.00 40.00

2026年12月期 ― 20.00 ―

2026年12月期（予想） 25.00 45.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年12月期の連結業績予想（2026年 1月 1日～2026年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 10.1 800 △27.2 900 △26.6 650 △21.8 96.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期3Q 7,424,140 株 2025年12月期 7,424,140 株

② 期末自己株式数 2026年12月期3Q 714,656 株 2025年12月期 722,240 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期3Q 6,705,956 株 2025年12月期3Q 6,700,134 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（義務）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。上記予想に関する事項につきましては、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性

的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善や経済政策等を背景に緩やかな回復基

調で推移しました。その一方、ウクライナやイランでの紛争、米国での通商政策等の影響や動向懸念といった不安定

な国際情勢が長期化している影響もあり、原材料価格や燃料価格を含む物価の高騰の継続や不安定な為替相場など、

依然として先行きは不透明な状況が続いています。

このような中、当社グループの主力製品であるLPG容器用バルブ部門の売上高は、製品値上げの浸透及び再検査需要

増があり、前年同期比増収となりました。配管用バルブ部門の売上高につきましても、製品値上げの浸透及び半導体

製造装置向け需要の急速な増加があり、前年同期比増収となりました。また、高圧ガスバルブ・ガス関連設備機器部

門につきましても、製品値上げの浸透及び連結子会社であるハマイコリアにて半導体業界向け需要が増加し、前年同

期比増収となりました。また、黄銅削り粉の売上高は販売価格の上昇に加えて取扱量も増加した事で増収となり、全

体の売上高は110億７千４百万円、前年同期比19億３千万円（21.1％）の増収となりました。

収益面におきましては、増収の効果があった一方で、原材料を含む各種価格の高騰に伴い原価率が上昇した影響が

大きく、営業利益は４億７千１百万円、前年同期比６千５百万円（12.2％）の減益となりました。なお親会社株主に

帰属する四半期純利益につきましては、為替の影響額が前年同期の為替差損計上から為替差益計上に転じていること

及び投資有価証券売却益の計上があったことなどの影響により、４億６千万円、前年同期比９千７百万円（26.8％）

の増益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

〔バルブ事業〕

当社の主力商品であるＬＰＧ容器用バルブ部門は売上高47億９千６百万円（前年同期比21.9％増）、配管用バルブ

部門は売上高18億３千４百万円（前年同期比10.9％増）、高圧ガスバルブ・ガス関連設備機器部門は売上高19億５百

万円（前年同期比4.1％増）、その他売上高は21億３百万円（前年同期比63.0％増）となり、その結果、売上高は106

億４千万円（前年同期比22.1％増）となり、また営業利益は１億８千２百万円（前年同期比26.1％減）となりまし

た。

〔不動産賃貸事業〕

賃貸収入は前年同期とほぼ同じ４億３千４百万円となり、営業利益は２億８千８百万円（前年同期比0.3％減）とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末と比較して、10億１百万円減少し、109億２千６百万

円となりました。これは主に現金及び預金の減少と棚卸資産の増加との差額によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末と比較して、７億８千２百万円増加し、104億８千８

百万円となりました。これは主に投資有価証券の増加によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末と比較して、12億１千４百万円減少し、17億３千８

百万円となりました。これは主に仕入債務の減少によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末と比較して、１億５千９百万円増加し、23億４千６

百万円となりました。これは主に繰延税金負債の増加によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して、８億３千６百万円増加し、173億３千万円

となりました。これは主にその他有価証券評価差額金の増加によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2026年９月14日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。

なお、当社グループの連結業績予想につきましては「３.その他（取締役に対する損害賠償請求訴訟の提起につい

て）」も併せてご確認ください。

上記を含め、環境・経済の変化の影響等により、業績予想の修正が必要となった場合には速やかに開示致します。



株式会社ハマイ(6497) 2026年12月期 第３四半期決算短信

3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,248,484 2,455,398

受取手形 964,701 496,911

売掛金 2,395,924 2,484,768

電子記録債権 1,048,344 1,745,228

有価証券 48,839 50,806

商品 7,195 10,108

製品 980,022 1,075,584

原材料 733,827 806,099

仕掛品 1,400,759 1,670,225

貯蔵品 71,739 78,622

前渡金 924 970

その他 28,023 52,966

貸倒引当金 △671 △732

流動資産合計 11,928,116 10,926,958

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,800,703 2,846,018

構築物（純額） 85,988 77,539

機械及び装置（純額） 1,320,863 1,323,997

車両運搬具（純額） 13,868 8,732

工具、器具及び備品（純額） 56,221 69,613

土地 309,107 309,107

リース資産（純額） 168,268 149,520

建設仮勘定 302,834 412,748

有形固定資産合計 5,057,856 5,197,278

無形固定資産

ソフトウエア 18,179 33,911

電話加入権 2,412 2,412

リース資産 3,300 4,843

営業権 24,000 65,455

その他 218 298

無形固定資産合計 48,109 106,921



株式会社ハマイ(6497) 2026年12月期 第３四半期決算短信

4

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

投資その他の資産

投資有価証券 4,108,218 4,836,195

関係会社株式 7,050 7,050

出資金 310 310

長期前払費用 2,842 -

会員権 2,039 2,039

繰延税金資産 13,282 14,060

保険積立金 355,290 210,841

その他 112,979 116,025

貸倒引当金 △2,019 △2,019

投資その他の資産合計 4,599,992 5,184,502

固定資産合計 9,705,959 10,488,701

資産合計 21,634,075 21,415,660
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 26,985 -

買掛金 711,524 1,051,911

電子記録債務 1,316,486 131,832

未払金 305,394 118,906

未払法人税等 219,722 17,307

未払消費税等 86,799 2,810

未払費用 79,400 72,217

前受金 49,280 72,251

預り金 53,204 13,811

リース債務 52,716 54,694

賞与引当金 51,200 203,000

設備関係支払手形 532 -

流動負債合計 2,953,246 1,738,745

固定負債

長期未払金 144,100 122,900

退職給付に係る負債 604,790 628,290

長期預り保証金 696,369 696,369

リース債務 121,553 103,237

繰延税金負債 620,762 795,916

固定負債合計 2,187,576 2,346,713

負債合計 5,140,823 4,085,458

純資産の部

株主資本

資本金 395,307 395,307

資本剰余金 653,438 656,236

利益剰余金 14,034,590 14,327,096

自己株式 △683,331 △676,043

株主資本合計 14,400,004 14,702,596

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,057,167 2,546,486

為替換算調整勘定 36,080 81,118

その他の包括利益累計額合計 2,093,247 2,627,605

純資産合計 16,493,251 17,330,201

負債純資産合計 21,634,075 21,415,660
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

売上高

製品売上高 7,421,008 8,537,161

商品売上高 22,469 51,424

加工屑売上高 1,267,750 2,052,086

商品及び製品売上高合計 8,711,229 10,640,672

不動産賃貸収入 433,147 434,023

売上高合計 9,144,377 11,074,696

売上原価 7,700,176 9,508,347

売上総利益 1,444,200 1,566,348

販売費及び一般管理費

運賃 77,659 83,467

役員報酬 106,659 108,732

株式報酬費用 9,307 7,543

給料 205,941 225,093

賞与 35,894 42,467

賞与引当金繰入額 34,195 45,269

退職給付費用 12,598 10,969

減価償却費 28,683 26,960

その他 396,079 544,303

販売費及び一般管理費合計 907,020 1,094,806

営業利益 537,179 471,542

営業外収益

受取利息 5,620 6,571

受取配当金 55,214 62,860

為替差益 - 28,956

雑収入 14,280 32,964

営業外収益合計 75,114 131,353

営業外費用

為替差損 9,383 ―

雑損失 245 ―

営業外費用合計 9,628 ―

経常利益 602,665 602,895

特別利益

投資有価証券売却益 26 16,458

特別利益合計 26 16,458
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(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

特別損失

固定資産除却損 798 545

特別損失合計 798 545

税金等調整前四半期純利益 601,893 618,809

法人税、住民税及び事業税 305,858 202,927

法人税等調整額 △66,718 △44,171

法人税等合計 239,140 158,756

四半期純利益 362,753 460,053

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 362,753 460,053
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

四半期純利益 362,753 460,053

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 449,613 489,319

為替換算調整勘定 △9,256 45,038

その他の包括利益合計 440,357 534,357

四半期包括利益 803,110 994,410

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 803,110 994,410

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（修正再表示）

該当事項はありません。

（追加情報）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

バルブ事業 不動産賃貸事業 合計

売上高

ＬＰＧ容器用バルブ 3,936,650 ― 3,936,650

配管用バルブ 1,654,719 ― 1,654,719

高圧ガスバルブ及び
ガス関連設備機器

1,829,638 ― 1,829,638

商品 22,469 ― 22,469

黄銅削り粉 1,267,750 ― 1,267,750

その他 ― 567 567

顧客との契約から生じる収益 8,711,229 567 8,711,796

その他の収益 ― 432,580 432,580

外部顧客への売上高 8,711,229 433,147 9,144,377

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 8,711,229 433,147 9,144,377

セグメント利益 247,505 289,674 537,179

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間(自 2026年１月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

バルブ事業 不動産賃貸事業 合計

売上高

ＬＰＧ容器用バルブ 4,796,910 ― 4,796,910

配管用バルブ 1,834,957 ― 1,834,957

高圧ガスバルブ及び
ガス関連設備機器

1,905,292 ― 1,905,292

商品 51,424 ― 51,424

黄銅削り粉 2,052,086 ― 2,052,086

その他 ― 625 625

顧客との契約から生じる収益 10,640,672 625 10,641,297

その他の収益 ― 433,398 433,398

外部顧客への売上高 10,640,672 434,023 11,074,696

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 10,640,672 434,023 11,074,696

セグメント利益 182,841 288,700 471,542

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

前第３四半期連結累計期間
（自 2025年１月１日

至 2025年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2026年１月１日

至 2026年９月30日）

減価償却費 390,328千円 411,554千円
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３．その他

（取締役に対する損害賠償請求訴訟の提起について）

当社は2024年６月、公正取引委員会から独占禁止法に基づく排除措置命令および課徴金納付命令を受領しました。

これに関して同年７月、当社の株主１名から当社監査等委員宛の「取締役に対する責任追及の訴え提起請求書」を

受領したことから、当社は当該取締役８名のうち２名に対して責任追及の訴えを提起することを決定し、同年12月27

日に、当該取締役２名に対する損害賠償請求訴訟を東京地方裁判所に提起いたしました。詳細につきましては同日に

公表いたしました「取締役に対する損害賠償請求訴訟の提起について」をご確認ください。

本訴訟の今後の進捗によっては当社の財政状態及び経営成績に重要な影響を及ぼす可能性があります。

なお、当該取締役２名につきましては2025年２月28日開催の取締役会をもって退任しております。
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独立監査人独立監査人独立監査人独立監査人独立監査人ののののの四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表ににににに対対対対対するするするするする期中期中期中期中期中レビューレビューレビューレビューレビュー報告書報告書報告書報告書報告書

2026年11月13日

株式会社ハマイ

取締役会 御中

清流監査法人

東京都港区

代表社員

公認会計士 加 悦 正 史

業務執行社員

公認会計士 吉 田 徹業務執行社員

公認会計士 関 根 一 彦業務執行社員

監査人の結論

当監査法人は、 四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ハマイの2026年１月１日から2026年12月31日ま

での連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2026年７月１日から2026年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間

（2026年１月１日から2026年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、 すなわち、 四半期連結貸借対照表、 四半期連

結損益計算書、 四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、 上記の四半期連結財務諸表が、 株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に

関する会計基準に準拠して、 株式会社ハマイ及び連結子会社の2026年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、 我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期中レ

ビューの基準における当監 査法人の責任は、 「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、 我が国における職業倫理に関する規定に従って、 会社及び連結子会社から独立しており、 また、 監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、 結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、 株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に準拠して四半期連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、 不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示する

ために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、 経営者は、 継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、 株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表

に係る我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に基づいて継続企業に関する事項を開

示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、 財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、 監査人が実施した期中レビューに基づいて、 期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結財
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務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、 我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、 期中レビューの過程を通じて、 職

業的専門家としての判断を行い、 職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、 財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、 分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、 我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財

務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、 重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、 入手した証拠に基づき、 四半期連結財務諸表において、 株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表

に関する会計基準に準拠して、 適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、 継続企業

の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、 期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意

を喚起すること、 又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、 四半期連結財務諸表

に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、 期中レビュー報告書日までに入手し

た証拠に基づいているが、 将来の事象や状況により、 企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、 株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１

項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、 関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、 構成及び

内容並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどう

かを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、 会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、 四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、 監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、 単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、 監査等委員会に対して、 計画した期中レビューの範囲とその実施時期、 期中レビュー上の重要な発見事項につ

いて報告を行う。

監査人は、 監査等委員会に対して、 独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、 並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、 及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要

因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、 公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期決

算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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